
『慢性痛のサイエンス─脳から
みた痛みの機序と治療戦略』は，
わずか 200ページ強の本である．
しかし副題にもあるように，痛み
について痛みの局所からの視点で
はなく，脳からの視点で最新の情
報をコンパクトにまとめて書かれ
た本である．この本の趣旨は，決
して局所の病態を軽んじているわ
けではない．痛む局所の病態を正
しく評価したうえで，脳からの視
点で慢性痛をどう理解するかが著
者の趣意である．慢性痛治療に際
して，慢性痛患者の頭の中で起
こっている病態を，基礎知識とし
て知っておくことは，非常に有益
である．実際に治療戦略を立てる
ためだけではなく，慢性痛を持つ
患者への痛みの共感をも一層育む
ことのできる本になっている．
慢性痛が大きな社会問題になっ
て久しい．慢性痛の頻度は，多い
報告では全人口の 30％，少ない
ものでも 11％と報告されている．
慢性痛の部位についてのアンケー
トでは，腰，肩，膝，頚，頭の順
に多く，頭痛を除けばほぼ運動器
の疼痛である．また現在では，元
気で活動的な高齢者が増えている
だけに運動器の痛みは，ますます
重要になってきている．そして慢
性痛が問題なのはその頻度だけで
はなく，難治のことが多いからで

ある．特に「運動器に関する慢性
痛」は，運動器の局所の病態だけ
では説明しきれない部分が問題で
ある．例えば，本来なら亜急性の
痛みであるいわゆる腰痛症が慢性
化して長引くのはなぜかという疑
問である．腰の局所だけでは説明
し得ない病態を単に心因性と片付
けていた時代もあった．しかし，
それが fMRI，PET の登場により
脳内の変化も客観的に示すことが
できるようになった．その脳内の
変化が慢性痛の原因なのか結果な
のかは，現在のところ不明である
が，この科学の進歩の現況を知っ
ておくことが極めて重要である．
もちろん臨床家にとって，局所の
病態を理学所見，神経学的所見，
X線検査などの従来の画像診断を
駆使して，慢性痛を持つ患者の局
所の病態を正確に把握し評価する
能力は大前提にある．その上で，
慢性痛における脳内の変化を知っ
ておくことは，治療上非常に有益
なことだと思う．
本書は，この目的にまさに符合

して，時宜を得て出版されたと思
う．本書では，慢性痛という病態
を通して運動(運動器活動)の新し
い意義が示されている．さらに
は，慢性炎症が生活習慣病や癌を
含む加齢関連疾患に共通する基盤
病態であることは最近のトピック

ではあるが，慢性痛にもこの慢性
炎症が関与していることを鮮やか
に説明している．約 200ページの
本書ではあるが，慢性痛に関する
現在の科学を理解するに当たり推
薦の書であり，さらに詳細を知り
たい読者にとっては非常に有用な
198 の引用文献が掲載されてい
る．
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